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　保険料率が変わりました

　　被保険者の皆さまにお支払いいただく保険料は、２年ごとに保険料率を見直しています｡

　　平成26、27年度の新しい保険料率は、次のとおりです。

　保険料の軽減
　　次の①～③に当てはまる被保険者の方は、保険料が軽減されます。

　（平成26年度から、２割・５割軽減の範囲を拡大します）

　　①均等割額の軽減…世帯の所得に応じて、４段階の軽減があります。

　　②所得割額の軽減…被保険者個人の所得で判定します。

　　③被用者保険の被扶養者だった方の軽減

　　　この制度に加入したときに被用者保険（主にサラリーマンの方が加入している健康保険）の被

　　　扶養者だった方は、所得割はかからず、均等割が９割軽減になります。

　後期高齢者医療制度の対象
　　・75歳以上の方（75歳の誕生日から加入。手続不要）

　　・65歳以上75歳未満の方で次のいずれかに該当する方(加入には申請手続きが必要です)

　　※75歳未満で現在加入の医療保険から後期高齢者医療保険に移行される方は医療費の負担割合や

　　　保険料が変更となります。後期高齢者医療保険に加入した際の給付や保険料の内容、手続方法

　　　については､お問い合わせください。

※年度の途中で加入したときは、加入した月からの月割で計算します。

33万円かつ被保険者全員の所得が0円
（年金収入のみの場合、受給額80万円以下）

所得が次の金額以下の世帯 軽減割合

33万円

９割軽減

８.５割軽減

５割軽減

２割軽減

33万円＋(24万5千円×世帯の被保険者数)

33万円＋(45万円×世帯の被保険者数)

所得から33万円を引いた額が58万円以下の方

所得が次の金額以下の世帯 軽減割合

５割軽減

＝＋
１年間の保険料
(100円未満切捨て)

均等割額
【１人当たりの額】
５１,４７２円

所得割額
【被保険者本人の所得に応じた額】
(平成25年中の所得-33万円) ×10.52％

◆保険料の計算方法（平成26年度）

　保険料額は、被保険者が等しく負担する「均等割額」と所得に応じて負担する「所得割額」の合

　計で計算します。

※軽減は、被保険者と世帯主の所得の合計
　で判定します。
※被保険者ではない世帯主の所得も判定の
　対象となります。

●均等割額
　（被保険者が等しく負担） 　（被保険者の所得に応じて負担） 　（１年間の保険料の上限額）

●所得割額 ●賦課限度額

　平成26､27年度

　（年額）５１,４７２円
　　　　　　　　　（5,981円増）

　平成26､27年度

　　１０.５２％
　　　　　（0.4ポイント増）

　平成26､27年度

　　５７万円
　　　　　　　（２万円増）

問い合わせ　市民課国保高齢医療係（名寄庁舎１階）　　０１６５４③２１１１（内線３１１８）

国民年金（障害年金）証書の等級…１級、２級
身体障害者手帳…１級～３級と４級の一部
療育手帳…重度
精神障害者福祉手帳…１級、２級

～保険料率の見直しについて～～保険料率の見直しについて～

　平成25年度の保険料の納付方法が、特別

徴収（年金天引き）の方は前年度の保険料

にもとづいて４、６、８月の年金から仮徴

収させていただきます。

　また、平成26年度の保険料額は７月に確

定となりますので、確定次第、仮徴収額と

の過不足を調整させていただきます｡

保険料の納付方法


